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はじめに

�学校としては日常？ 校内研究の営み

�それは本当に教師一人一人のためになって
いるのでしょうか？

�教師にとっての「個別最適な学び」と「協働
的な学び」の両立は可能でしょうか？

�学校の中の「当たり前」を少しだけ見直して
みる試み



金立小学校教育の質的改善

「質的改善」とは

�これまで取り組んできたことに対して「それは何
のために行っているのか」「そのことで子どもに
どのような力が付くのか」「果たして本当に力は
付いているのか」といったような視点で見直しを
図り，本当に意味のある取組としていくこと

�新たな手立てやアイディアの導入を否定はしな
いが、それ以上に、まずは、今、取り組んでいるこ
との質を上げることに注力することを求める。



私が感じていた これまでの校内研究における課題

�「研究授業を行うこと自体は勉強になるが、そのことと普段
の授業がなかなか結び付いていない」「授業研究会で学ん
だことを日々の授業に生かすことができていない」という
声を聞く。

�研究授業自体が一種のショーのようになっており、たくさ
んの先生が押し寄せてきて、授業者も子どもも明らかに日
頃とは異なるテンションで、普段は行っていないようなこと
を行っており、日常とはかけ離れている感がある。

�何となく全体的な「させられ感」が拭えず、研究主任になっ
た先生は苦労をしていた。

�若手教師とベテラン教師では自らの課題も異なると思う。



個々の教師の課題解決を図る校内研究

【研究の目標】

�「授業づくりチェックシート」（現在は「授業づくりのステッ
プ1・2・3」）を基に、教師一人一人が自らの「強み」と「課
題」を明らかにして、継続的に授業力向上を図ることで、
児童が「主体的・対話的」に学ぶことできる授業を展開し、
児童一人一人の「深い学び」の実現をめざす。

【研究の方法】

（1） それぞれが年間４回の小グループ授業研と振り返り

（2） 「授業づくりのステップ1・2・3」を活用した授業の見直し

（3） 学期に一度と長期休業中の校内研で全体共有



校内研究の流れ その１ 【年度初め】

① 「授業づくりチェックシート」を基に、自らの「強み」「課
題」を洗い出す。

② 自らの授業における課題、及びその改善の手立てにつ
いて個人で考え、小グループ内で情報交換を図ってブ
ラッシュアップする。

③ 各自が、授業を実施する教科、時期、単元（題材）などの
計画を作成する。

④ 全体研において、それぞれが取り組む課題や授業実施
計画について公表し、全体で共有する。



授業づくりのステップ 1・2・3 佐賀県教育委員会 作成

令和７年度から、
「授業づくりチェッ
クシート」に代わり、
自分の授業を見直
し素際の視点とし
て、活用している。

「めあて」「まとめ」
「書く活動」「話し合
う活動」「振り返り」
の５つの視点と３
つのステップで示
されている。



「強み」と「課題」の洗い出し

小グループにおいて、情報交換を通じて、ブラッシュアップを図る。
最終的に、一覧表にまとめ、全体会にて 各自が宣言する。



年間の計画 学期毎に進捗を確認し、適宜、修正



校内研究の流れ その２ 【事前】

① １週間前までに実施する校時、教科、単元などを研究主
任と教務主任に伝える。

② 教務主任は小グループのメンバーが授業参観できるよ
うに調整を図る。

③ 課題改善の手立てを記した「授業構想シート」を作成し、
２日前までに全教職員に配付する。

④ さらに、所定の場所にデータを保管し、いつでも誰でも
見ることができるようにしておく。



授業構想シート 学習指導案の代替として使用

【項目】

１ 解決を目指す自分自身の課題

２ 単元（題材）名

３ 単元（題材）の評価規準

４ 本時に位置付ける評価規準と
おおむね満足できる（Ｂ）と
判断する目安

５ 目標実現 及び
自らの課題解決のための手立て

話題にする柱はここ→

授業のゴールはここ→



校内研究の流れ その３ 【本時】

① 参観するメンバーは、授業の妨げにならないように参
観する。（勝手に指導したりしない）

② また学年に応じて、参観者が来る旨とその理由を児童
に説明し、普段通りの授業が行われるようにする。

③ 授業者、参観者（必要に応じて児童）は、授業後に評価
シートを用いて簡単な評価を行い、記録しておく。

参観している同じグループの先生たち
この日は教育実習生もいましたので、３人ですね。



校内研究の流れ その４ 【事後】

① 授業者と観察者は、評価シートを用いた評価の結果を
参考にしながら、できるだけ間を置かず、小グループで
の振り返りを必ず行う。

② 評価結果を参考にしながら、授業者と観察者の評価に
おいて明らかになった相違点などを話題にするとよい。

③ 授業者は、振り返りを基に授業の記録を残すとともに、
新たな課題を設定し、次回にむけて授業改善に努める。

⼩G研の授業を⾏った日の放課後
グループでこの日の授業のことで和やかな振り返りが⾏われています。



校内研究の流れ その５ 【年度末】

① 年間を通して、４回の授業記録をまとめるとともに、
年度末に自分の課題の解決状況や次年度に向けての
新たな課題などについての振り返りを行い、レポート
をまとめる。

② これらを取りまとめて
「研究のまとめ」とする。



研究のまとめ 各自、Ａ４ 2ページ



おわりに

• 最終的に求めるべきは子供の変容（成長）ではあるが、
まずは教師自身が変わること（成長すること）を促す。

• 教師自身の「気付き」を促すことが大切である。そのた
めに「他者のまなざし」を入れることが必要である。

• 「～ねばならない」研究ではなく、（少し楽しみながら）
「～したい」と思える研究になるとよい。

• 基本的に、個々の教師の「主体性」を信じ、「主体性」に
委ねる研究である。

• 「普段の授業を不断に見直す」ことができるようになる
ための研究と捉えている。


